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太陽光から電力を得て、水中で動作する
エネルギー自給型ロボットの一つです。
プールや池などの清掃・管理を目的として
開発を進めています。
前進することで水中に潜る形状となってお
り、電力のある間、水底の清掃を行います。
電力が無くなると、自然に浮上しソーラーパ
ネルにより効率の良い充電を行います。
従来の水中清掃ロボットと異なり、電力供
給ケーブルが不要となり、メンテナンスの必
要性も格段に減ることになります。
人間がプールなどを利用している際も同
時に動作できるような安全なロボットを目指
しています。
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